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編集にあたって 荒川化学グループ概要

■編集方針
荒川化学グループの事業活動の「環境
的側面」に関する基本的な考え方、現
在までの取り組みと2008年度の実績
を報告するとともに、社会性について
もすでに記載している項目を含めて内
容の充実を図りました。具体的には以
下の項目です。

1．荒川化学の主原料であるロジンの
品質管理を特集に取り上げ、確実な
品質管理を行っていることを紹介し
ました。

2．社会性報告部分に、新たに内部統制
システム、リスクマネジメントの内容
を追加しました。

3．従業員のコメントを前年度より増や
し、より親しみやすく、読みやすい報
告書としました。

4.ISO9001の認証取得状況の表に、
海外製造子会社の分を追加しまし
た。

■対象組織　
荒川化学工業株式会社と国内連結製
造子会社であるペルノックス株式会社
と高圧化学工業株式会社を対象にしま
した。
この報告書では、上記3社のデータを
まとめて、表やグラフにしています。

■記載項目
報告項目の選択にあたっては、環境省
の「環境報告書ガイドライン(2007年
度版)」を参考にしました。

■対象期間
2008年4月1日～2009年3月31日
の会計年度を採用しています。
(発行日2009年8月)

■次回発行予定日
2010年8月

14社
599億59百万円
12億91百万円
1,218名

会 社 数
連結売上高
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本社所在地

創 業
設 立
資 本 金
売 上 高
経 常 利 益
従 業 員 数

主な製品群

大阪市中央区平野町
1丁目3番7号
1876年(明治9年)11月
1931年(昭和6年)1月
31億2,830万円
498億50百万円
14億65百万円
658名
(2009年3月31日現在)
製紙用薬品、
印刷インキ用樹脂、
塗料用樹脂、
合成ゴム重合用乳化剤、
粘着・接着剤用樹脂、
食品添加物用樹脂、
電子材料用樹脂、
精密部品洗浄システム
およびその関連機器

■グループ関連会社(13社)
●国内
ペルノックス株式会社
高圧化学工業株式会社　
カクタマサービス株式会社

●海外
南通荒川化学工業有限公司
梧州荒川化学工業有限公司
広西荒川化学工業有限公司
台湾荒川化学工業股份有限公司
荒川ケミカル（米国）社
香港荒川ケミカル社
厦門荒川化学工業有限公司
荒川ケミカル（タイランド）社
荒川ヨーロッパ社
広西梧州荒川化学工業有限公司

■荒川化学グループ

■荒川化学工業株式会社
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2,429
3,235
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2,563
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3,222
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1,291

当期純利益

売上高構成比（事業分野別、連結）

売上高構成比（セグメント別、連結）
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2008

（年度）
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（単位：百万円）

1,634
1,826

1,243
1,329

1,359
1,637

1,571
1,775

695
657

合計
599億59百万円

合計
599億59百万円

製紙薬品事業
32.9％
197億37百万円

化成品事業
47.5％
284億64百万円

光電子材料事業
13.8％
82億81百万円

機能材料事業
5.3％
31億67百万円

その他
0.5％
3億8百万円

製紙用薬品
32.9％
197億37百万円

工業用樹脂
66％
395億50百万円

その他
1.1％
6億71百万円
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本社
研究所
大阪工場
高圧化学工業
カクタマサービス

徳島工場

■事業概要

■国内・海外拠点

機能材料事業
電子部材
ロジンをよく知る荒川化学だか
らできる技術の提案。環境対策
にも配慮し、エレクトロニクス分
野の新たな可能性を開拓しま
す。

国際事業
熱気を帯びる中国市場の開拓
を積極的に推進。グローバルな
発展を視野に、挑戦し続けてい
ます。

機能材料事業
機能性ファインケミカル
一段上の品質を目指した高技
術・高品位な製造技術。電子材
料に好適なクリーン環境対応工
場で、お客様のニーズへ柔軟に
対応します。

光電子材料事業
荒川化学が誇る科学技術を集
結した、創造的で夢のある事業
開発。産官学を交え、21世紀の
産業界への貢献を目指します。

製紙薬品事業
国内業界ナンバーワンシェアを誇
る製紙用薬品事業。製紙産業を縁
の下から支え、人々の暮らしをよ
り豊かに彩っています。

化成品事業
世界のメーカーから絶賛を受け
る素材を提供し、粘着・接着剤から
印刷インキ、チューインガムまで、
現代社会の便利を支えています。

ロジンケミカル技術
合成高分子技術
有機合成技術
高圧水素添加技術

フォーミュレーション技術
技術サービス

南通荒川化学工業有限公司

上海駐在員事務所

台北駐在員事務所
台湾荒川化学工業股份有限公司

梧州荒川化学工業有限公司
広西荒川化学工業有限公司
広西梧州荒川化学工業有限公司

香港荒川ケミカル社

厦門荒川化学工業有限公司

荒川ヨーロッパ社
荒川ケミカル（米国）社

荒川ケミカル（タイランド）社

釧路工場
札幌営業所

名古屋支店

水島工場

九州営業所
鶴崎工場

東京支店

小名浜工場
筑波研究所

ペルノックス

富士営業所
富士工場

編集にあたって
荒川化学グループ概要
社長ごあいさつ
特集

環境報告
環境基本方針
環境マネジメントシステムの推進
環境保全活動の目標と実績、
環境負荷の全体像
2008年度の環境会計
製品の環境配慮
環境保全活動
CO2排出量の削減、大気汚染防止

特定荷主、水質汚濁防止

産業廃棄物の削減、土壌汚染対策

化学物質の適正管理

社会性報告
信頼される企業を目指して
お客様とのかかわり
品質保証、お客様満足

情報公開

株主・投資家とのかかわり
従業員とのかかわり
人財の活用

労働安全衛生活動

教育訓練、防災訓練

地域・社会とのかかわり

サイトレポート
サイト別活動報告
大阪工場

富士工場

水島工場

小名浜工場

ペルノックス

高圧化学工業

釧路工場・徳島工場・鶴崎工場

第三者意見
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